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す
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濫
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す
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会

〇
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一
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正

誤

〇
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五
五
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六
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
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一
三

規

則

　

行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
九
十
九
号

　
　
　
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
七
条
第
二
項
の
表
所
長
の
項
中
「
、
東
京
事
務
所
観
光
物
産
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

　

第
三
十
四
条
の
四
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
号

　
　
　
大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
麻
取
締
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
宮
城
県
規
則
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則

　

第
一
条
中
「
大
麻
取
締
法
（
」
を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
」
に
、「
大
麻
取
締
法
施
行
規
則
」

を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
」
に
、「
大
麻
取
締
法
施
行
条
例
」
を
「
大
麻
草
の
栽
培
の
規

制
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
中
「
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
は
正
副
三
部
、」
を
削
り
、「
正
副
二
部
と
」
を
「
、
正
副
二
部
と
」

に
、「
そ
の
」
を
「
栽
培
地
の
」
に
、「
こ
れ
ら
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、「
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
書
類
は

正
副
二
部
」
を
削
り
、「
正
本
」
を
「
、
正
本
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
削
る
。

　

第
六
条
中
「
大
麻
取
扱
者
免
許
証
返
納
届
（
様
式
第
五
号
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
返
納
届
（
様
式
第
一
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号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

　

第
七
条
中
「
大
麻
取
扱
者
名
簿
登
録
事
項
変
更
届
（
様
式
第
六
号
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
名
簿
登
録
事
項
変
更

届
（
様
式
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

　

第
八
条
の
見
出
し
中
「
書
換
え
交
付
」
を
「
書
換
交
付
」
に
改
め
、
同
条
中
「
大
麻
取
扱
者
免
許
証
書
換
え
交
付
申

請
書
（
様
式
第
七
号
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
書
換
交
付
申
請
書
（
様
式
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五

条
と
す
る
。

　

第
九
条
中
「
大
麻
取
扱
者
免
許
証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
八
号
」
を
「
大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請

書
（
様
式
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

　

（
事
故
の
届
出
）

第�

七
条　

法
第
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
大
麻
事
故
届
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

　

（
納
付
の
特
例
）

第
八
条　

条
例
第
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
別
に
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　

一　

現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

二　

納
入
通
知
書
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

三�　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
納
付
受

託
者
（
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。）
に
納
付
を
委
託
す

る
場
合

　

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
削
る
。

　

様
式
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
一
号
と
す
る
。

様
式
第
1
号
（
第
３
条
関
係
）

大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
返
納
届

免
許
証
の
番
号

第
　
　
　
　
　
号

免
許
年
月
日

　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

栽
培

地
所
　
在
　
地

名
　
　
　
称

所
持
す
る
大
麻
の
�

品
名
及
び
数
量

品
　
　
名

数
　
　
量

保
管

及
び
�

処
理
の
方
法

免
許
証
返
納
の
事
由
�

及
び
そ
の
年
月
日

　
上
記
の
と
お
り
、
免
許
証
を
返
納
し
た
い
の
で
届
け
出
ま
す
。

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
住
　
所
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
　

�
氏
　
名
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
役
員
の
氏
名
）

（
注
意
）

　
１
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
法
第
７
条
第
４
項
又
は
第
５
項
の
規
定
に
よ
り
免
許
証
を
返
納
す
る
際
に
用
い
る
こ
と
。
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様
式
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
二
号
と
す
る
。

様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

大
麻
草
採
取
栽
培
者
名
簿
登
録
事
項
変
更
届

免
許

証
の

番
号

第
　
　
　
　
　
号

免
許
年
月
日
　
　
年
　
　
月
　
　
日

変
更
す
べ
き
事
項

変更前

栽
培
地
の
数
・
�

位
置

・
面

積

業
務
上
大
麻
を
取
り
�

扱
う
事
務
所
の
位
置

住
所
地
・
氏
名
（
法
人
�

又
は
団
体
に
あ
っ
て
�

は
、
業
務
を
行
う
役
員
�

の
氏
名
）
又
は
名
称

そ
の

他

変更後

栽
培
地
の
数
・
�

位
置

・
面

積

業
務
上
大
麻
を
取
り
�

扱
う
事
務
所
の
位
置

住
所
地
・
氏
名
（
法
人
�

又
は
団
体
に
あ
っ
て
�

は
、
業
務
を
行
う
役
員
�

の
氏
名
）
又
は
名
称

そ
の

他

変
更
の
事
由
及
び
�

そ
の

年
月

日

上
記
の
と
お
り
、
名
簿
登
録
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
の
で
免
許
証
を
添
え
て
届
け
出
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
住
　
所
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
　

�
氏
　
名
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
役
員
の
氏
名
）

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
殿

（
注
意
）

　
１
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
変
更
前
の
欄
及
び
変
更
後
の
欄
に
は
、
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
み
記
載
す
る
こ
と
。

　
３
　
変
更
の
内
容
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。
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様
式
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
三
号
と
す
る
。

様
式
第
3
号
（
第
５
条
関
係
）

大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
書
換
交
付
申
請
書

�
年
　
　
月
　
　
日
　
　

　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
　
殿

�
住
　
所
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
　
　

�
氏
　
名
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
役
員
の
氏
名
）
　

　
下
記
の
と
お
り
、
免
許
証
の
書
換
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

免
許
証
の
番
号

第
　
　
　
　
　
号

免
許
年
月
日
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

栽
培

地
所
在
地

名
称

変
更

内
容

変
　
　
更
　
　
前

変
　
　
更
　
　
後

変
更
年
月
日

備
考

（
注
意
）

　
１
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
免
許
証
を
添
付
す
る
こ
と
。
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様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
、
同
様
式
を
様
式
第
四
号
と
す
る
。

様
式
第
4
号
（
第
６
条
関
係
）

大
麻
草
採
取
栽
培
者
免
許
証
再
交
付
申
請
書

免
許
証
の
番
号

第
　
　
　
　
　
号

免
許
年
月
日

　
　
年
　
　
月
　
　
日

再
交
付
の
事
由
�

及
び
そ
の
年
月
日

　
上
記
の
と
お
り
、
免
許
証
の
再
交
付
を
申
請
し
ま
す
。

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
住
　
所
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
　

�
氏
　
名
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
役
員
の
氏
名
）

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
殿

（
注
意
）

　
１
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。

　
２
　
毀
損
の
場
合
は
、
当
該
免
許
証
を
添
え
て
申
請
す
る
こ
と
。
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様
式
第
四
号
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
５
号
（
第
７
条
関
係
）

大
麻
事
故
届

免
許
証
の
番
号

第
　
　
　
　
　
号

免
許
年
月
日

�
年
　
　
月
　
　
日

栽
培
地
及
び
業
務
上
�

大
麻
を
取
り
扱
う
�

事
務
所
の
位
置

事
故
が
生
じ
た
大
麻

品
　
　
　
名

数
　
　
　
量

事
故
の
発
生
状
況

⎧⎜⎜⎜⎜⎜⎩

事
故
発
生
年
月
日
、
�

場
所
、
事
故
の
種
類
、

盗
難
の
場
合
は
警
察
�

通
報
の
有
無

⎫⎜⎜⎜⎜⎜⎭

　
上
記
の
と
お
り
、
事
故
が
発
生
し
た
の
で
届
け
出
ま
す
。

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
住
　
所
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
　

�
氏
　
名
（
法
人
又
は
団
体
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
役
員
の
氏
名
）

　
　
宮
城
県
知
事
　
　
　
　
　
　
殿

（
注
意
）

　
　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
Ａ
４
と
す
る
こ
と
。
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定

（
第
八
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
大
麻
取
締
法
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
大
麻
草
の
栽
培
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

�

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
一
号

　
　
　
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
四
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２�　

入
学
者
選
抜
手
数
料
、
入
学
金
及
び
証
明
手
数
料
の
徴
収
に
係
る
条
例
第
九
条
た
だ
し
書
の
別
に
定
め
る
場
合

は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　

一　

現
金
に
よ
り
徴
収
す
る
場
合

　

二　

知
事
の
発
行
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
徴
収
す
る
場
合

　

三�　

指
定
納
付
受
託
者
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項

に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。）
に
よ
る
納
付
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
場
合

　
様
式
第
二
号
中 「

宮
城
県
収
入
証
紙
貼
付
け
欄

普
通
課
程
の
入
学
志
願
者
の
み
入
学
者
選
抜
手
数
料
2,200円

の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。　
 　
　
　
　
　

」

を

「

納
付
書
等
貼
付
け
欄
（
入
学
者
選
抜
手
数
料
2,200円

）

（
普
通
課
程
の
入
学
志
願
者
の
み
入
学
者
選
抜
手
数
料
の
納
付
書
等
を
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。）

」
に
改
め
る。

⎫｜⎭
⎧｜⎩
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様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
４
号
（
第
12条
関
係
）

誓
　
　
　
　
　
約
　
　
　
　
　
書

　
こ
の
た
び
貴
校
に
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
諸
規
程
及
び
そ
の
他
の
諸
指
示
事
項
を
固
く
守
り
、
誠
実
に

訓
練
を
受
け
、
学
生
の
本
分
に
違
反
し
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

�
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

�
（
　
 本
　
人
 　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
訓
　
 練
 　
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
（
本
人
署
名
又
は
記
名
押
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　

�
住
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
宮
城
県
立
　
　
　
　
高
等
技
術
専
門
校
長
　
殿

　
上
記
の
者
は
、
こ
の
た
び
入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
在
学
中
は
、
諸
規
程
そ
の
他
の
諸
指
示
事
項
を
固
く

守
ら
せ
、
こ
れ
に
反
す
る
在
学
中
の
行
為
に
つ
い
て
保
証
人
と
し
て
責
任
を
負
い
、
上
記
の
者
が
貴
校
に
対
し
て
負

う
一
切
の
債
務
（
極
度
額
　
　
　
　
　
　
　
円
）
の
支
払
い
に
つ
い
て
連
帯
し
て
保
証
し
ま
す
。

�
（
　
保
証
人
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
氏
　
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
歳
）

�
（
本
人
署
名
又
は
記
名
押
印
）
　
　
　
　
　
　
　
　

�
本
人
と
の
続
柄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
住
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
１
　
本
人
が
未
成
年
者
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
保
証
人
は
保
護
者
と
す
る
こ
と
。

注
２
　
債
務
の
支
払
い
に
つ
い
て
、
保
証
人
は
連
帯
保
証
人
と
な
り
ま
す
。
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附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

改
正
前
の
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
規
定
に
よ
る
諸
様
式
で
取
扱
い
上
著
し
く
支
障
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
改
正
後
の
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
五
号

　

標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

標
準
的
な
職
及
び
標
準
職
務
遂
行
能
力
に
関
す
る
規
程
（
平
成
二
十
八
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

　

第
二
条
の
表
四
の
項
中
「
、
東
京
事
務
所
観
光
物
産
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
七
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
形
質
変
更
時
要

届
出
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
を
解
除
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　
　

気
仙
沼
市
田
中
百
七
十
七
番
の
一
部
と
し
、
次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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指
定

を
解
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す
る

形
質

変
更
時

要
届
出

区
域
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二�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
及
び
土
壌
含
有
量
基
準
に
適
合
し
て

い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類

　
　

水
銀
及
び
そ
の
化
合
物

三　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

　
　

土
壌
汚
染
の
除
去

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
八
号

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
し
た
団
体
か
ら
、
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
を
受
け
た
者
の
名
称
及
び
住
所

　

１　

名
称　

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

２　

住
所　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

二　

変
更
の
内
容

変
更
事
項

変　
　

更　
　

前

変　
　

更　
　

後

変
更
年
月
日

事
務
所
の
所

在
地

仙
台
市
宮
城
野
区
高
砂
一
丁
目
百

五
十
四
番
地
の
十

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
三
丁
目
三
番

一
号

令
和
六
年
七
月
十
六

日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　

㈢�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
石
巻
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
決
定
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
特
別
緑
地
保
全
地
区

　

２　

名
称

　
　
　

上
谷
刈
特
別
緑
地
保
全
地
区

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

東
松
島
市
矢
本
字
穴
尻
十
五
番
一

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

石
巻
市
大
街
道
北
三
丁
目
四
番
二
十
一
号　

ぷ
ら
す
ぴ

あ
・
さ
い
と
う
Ⅲ
Ｈ
棟

�

浅
間　

由
弦　
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石
巻
市
大
街
道
北
三
丁
目
四
番
二
十
一
号　

ぷ
ら
す
ぴ

あ
・
さ
い
と
う
Ⅲ
Ｈ
棟

�

浅
間　

千
鶴　
　
　
　
　
　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

伊
具
郡
丸
森
町
金
山
字
西
新
田
六
十
六
番
、
六
十
七
番

一
、
六
十
七
番
二
、
六
十
七
番
三
、
六
十
八
番
、
六
十
九

番
、
七
十
番
、
七
十
一
番
、
七
十
二
番
、
七
十
三
番
一
、

七
十
三
番
二

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

丸
森
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

黒
川
郡
大
衡
村
松
の
平
三
丁
目
一
番
二
十
二
の
一
部
、

一
番
十
、
一
番
十
一
、
一
番
十
二
、
一
番
十
三
、
一
番
十

四
、
一
番
二
十

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

宮
城
県
土
地
開
発
公
社　
　
　
　

�

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借
（
大
河
原
産
業
高

等
学
校
）　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
財
務
・
就
学
支
援
室　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
六
年
十
一
月
二
十
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｆ
Ｌ
Ｃ
Ｓ
株
式
会
社　

東
京
都
千
代
田
区
神
田
練
塀
町
三
番

地
五　

落
札
金
額　

一
億
千
八
百
九
十
一
万
千
五
百
四
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
六
年
十
月
十
一
日

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
十
二
月
十
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
―
七
十
二

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
十
八
（
管
理
職
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

東

京

事

務

所

所

長

一
種

　

別
表
第
一
知
事
の
項
中

副

所

長

四
種

を

観
光
物
産
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
所
長

五
種

」

「

東

京

事

務

所

所

長

一
種

に
改
め
る
。

副

所

長

四
種

」

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
15号

　
宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
警
察
職
員
に
よ
る
立
入
調
査
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改



（13）　令和６年12月10日　火曜日 第560号宮　　城　　県　　公　　報

収
用
委
員
会

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
五
五
七
号
（
令
和
六
年
十
一
月
二
十
九
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

段

行

正

　
　
　
　
　
　
　

誤

九

上

五

令
和
六
年
度
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
指
示
第
四
号
。

令
和
四
年
度
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
指
示
第　

号
。

正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
令
和
６
年
12月
10日

�
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤
　
勘
三
郎
　
　

　
　
　
�宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
警
察
職
員
に
よ
る
立
入
調
査
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
警
察
職
員
に
よ
る
立
入
調
査
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
27年

宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
11号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
２
号
中

「

措
置
要
請
に
係
る
宮

城
県
薬
物
の
濫
用
の

防
止
に
関
す
る
条
例

第
２
条
第
７
号
に
掲

げ
る
薬
物
の
名
称
等

」

を

「

措
置
要
請
に
係
る
宮

城
県
薬
物
の
濫
用
の

防
止
に
関
す
る
条
例

第
２
条
第
６
号
に
掲

げ
る
薬
物
の
名
称
等

」

に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
令
和
６
年
12月
12日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
５
号

　
特
別
高
圧
送
電
線
宮
城
丸
森
幹
線
新
設
工
事
（
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区
秋
保
町
長
袋
字
黒
森
地
内
か
ら
同
市
同
区
秋

保
町
長
袋
字
舘
ケ
澤
地
内
ま
で
）
及
び
こ
れ
に
伴
う
附
帯
工
事
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
（
昭
和
26年
法
律
第
219号

）

第
46条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
審
理
を
開
始
す
る
。

　
　
令
和
６
年
12月
10日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

１
　
日
時
　
令
和
７
年
１
月
24日
（
金
）
午
後
３
時
30分
か
ら

２
　
場
所
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁
目
２
番
３
号
　
宮
城
県
自
治
会
館
２
階
　
205・

206会
議
室

３
　
審
理
事
項
　
本
事
件
に
関
す
る
起
業
者
及
び
土
地
所
有
者
に
対
す
る
審
問
等


